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受
領
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第
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号
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閣
衆
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一
六
八
第
三
三
号

平
成
十
九
年
十
月
二
日

内
閣
総
理
大
臣

福

田

康

夫

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
高
校
歴
史
教
科
書
の
検
定
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
照
屋
寛
徳
君
提
出
高
校
歴
史
教
科
書
の
検
定
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
二
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
度
の
日
本
史
教
科
書
の
検
定
に
お
い
て
は
、
文
部
科
学
省
の
教
科
書
調
査
官
が
教
科
用
図
書
検
定
調
査
審
議

会
（
以
下
「
審
議
会
」
と
い
う
。
）
の
審
議
の
た
め
の
資
料
と
し
て
調
査
意
見
書
を
審
議
会
に
提
出
し
て
お
り
、
当
該
調
査

意
見
書
に
お
い
て
、
沖
縄
に
お
け
る
集
団
自
決
に
関
す
る
記
述
の
一
部
に
つ
い
て
、
「
沖
縄
戦
の
実
態
に
つ
い
て
誤
解
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
表
現
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
。
審
議
会
で
は
、
当
該
指
摘
を
踏
ま
え
、
調
査
審
議
を
行
っ
た
結
果
、
審
議
会

の
委
員
か
ら
特
段
の
異
論
は
な
く
、
当
該
指
摘
と
同
じ
内
容
の
検
定
意
見
を
付
す
こ
と
が
適
当
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

文
部
科
学
省
と
し
て
は
、
審
議
会
に
お
い
て
は
、
各
委
員
が
検
定
の
時
点
に
お
け
る
客
観
的
な
学
問
的
成
果
等
に
照
ら
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
見
に
よ
り
審
議
し
た
結
果
、
最
終
的
に
審
議
会
と
し
て
、
調
査
意
見
書
に
お
け
る
指
摘
と
同
じ
内
容
の

検
定
意
見
を
付
す
こ
と
が
適
当
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

三
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
度
の
日
本
史
教
科
書
の
検
定
意
見
は
、
沖
縄
に
お
け
る
集
団
自
決
に
つ
い
て
、
旧
日
本
軍
の
関
与
を
否
定
す

る
も
の
で
は
な
く
、
不
幸
に
も
集
団
自
決
さ
れ
た
沖
縄
の
住
民
の
す
べ
て
に
対
し
て
、
自
決
の
軍
命
令
が
下
さ
れ
た
か
否
か

一



を
断
定
で
き
な
い
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
沖
縄
戦
に
お
け
る
住
民
の
犠
牲
者
の
う
ち
、
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
二
十

七
号
）
の
適
用
上
、
過
去
に
戦
闘
参
加
者
と
認
定
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
過
程
で
軍
命
令
が
あ
っ
た
と
さ
れ
た
事
例

が
あ
る
。

四
に
つ
い
て

教
科
用
図
書
検
定
規
則
（
平
成
元
年
文
部
省
令
第
二
十
号
）
第
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
「
誤
っ
た
事
実
の
記
載
」
と

は
、
例
え
ば
、
災
害
に
係
る
記
述
に
お
け
る
被
害
者
数
の
誤
り
、
美
術
作
品
の
作
者
の
氏
名
の
誤
り
等
の
い
わ
ゆ
る
事
実
誤

認
に
基
づ
く
記
載
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。

五
及
び
七
に
つ
い
て

平
成
十
八
年
度
の
日
本
史
教
科
書
の
検
定
決
定
後
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
に
お
け
る
集
団
自
決
に
つ
い
て
、
旧
日
本

軍
の
関
与
が
一
切
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
記
載
は
な
く
、
御
指
摘
は
い
ず
れ
も
当
た
ら
な
い
も
の
と
考
え
る
。

六
に
つ
い
て

御
指
摘
の
教
科
用
図
書
検
定
規
則
第
十
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
訂
正
申
請
の
勧
告
の
制
度
は
、
平
成
元
年
に
検
定
手

二



続
の
大
幅
な
簡
素
化
及
び
重
点
化
に
伴
う
措
置
と
し
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
勧
告
し
た
例
は

な
い
。

八
に
つ
い
て

教
科
用
図
書
検
定
規
則
第
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
「
学
習
を
進
め
る
上
に
支
障
と
な
る
記
載
」
と
し
て
は
、
例
え
ば
、

明
確
な
結
果
が
得
ら
れ
な
い
理
科
の
実
験
方
法
の
記
載
、
児
童
生
徒
が
判
別
し
に
く
い
地
図
上
の
記
号
等
が
あ
る
。

平
成
十
八
年
度
の
日
本
史
教
科
書
の
検
定
決
定
後
の
記
述
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
に
お
け
る
集
団
自
決
に
つ
い
て
、
旧
日
本

軍
の
関
与
が
一
切
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
記
載
は
な
い
が
、
発
行
者
か
ら
当
該
記
述
に
つ
い
て
同
項
に
基
づ
く
訂
正
申
請

が
な
さ
れ
た
場
合
は
、
申
請
理
由
等
を
十
分
に
検
討
し
て
、
当
該
記
述
が
「
学
習
を
進
め
る
上
に
支
障
と
な
る
記
載
」
に
当

た
る
か
否
か
を
判
断
し
た
上
で
、
今
回
の
検
定
意
見
の
趣
旨
等
を
勘
案
し
つ
つ
適
切
な
対
応
を
図
る
こ
と
と
な
る
。

三


